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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・井上　和美様～9月30日、歯科受診されています。歯周病との診断で、治療期間は、　　　　　　　


１ヶ月以内とのことです。内服薬ファロム錠200㎎、ノイチーム錠


90ｍｇ、ＡＭ散、ロキソニン錠60㎎、1日3回／3Ｔ処方となってい


ます。次回10月3日（月）10：30～の診察です。歯磨き指導を行っ

　　　　　　　　ていきましょう。

・吉田　富秋様～10月4日に生活保護の調査員と川端先生との面談予定となっていま

　　　　　　　　す。

・佐々木　淳様～体重の変化を把握し、それが看護・介護の視点から、きちんとアセ

　　　　　　　　スメントできるように実施していきましょう。

≪ＳＳＴミーティング≫

　●ＳＳＴ総括の書き方を確認・・総括の記載とは、ただ単に、その患者様の参加状況や発言の内容、度合いを羅列するのではありません。ＳＳＴのみならず、日常生活に至る広域での視点で捉える必要があります。主として、コミュニケーション技術において、その患者様の不足部分を見出し、それに対して、看護側からどのような介入方法で働きかけたのか？それを受けて、患者様はどの様な反応を示し、前月と比較しどの様な変化が得られ、どの様に生かすのか？という点を、きちんと情報提示しましょう。ＳＳＴで訓練された事が、どの様に実際の場で活用され、反映されているかを評価していきましょう。

　●ＳＳＴの概要の確認・・ＳＳＴ（社会生活技能訓練）とは、患者様の生活の質を改善する事を目的とする集団療法の１つである。その実施に当たっては、支持的で、肯定的な集団の雰囲気を維持し、自発性を引き出しながら、ロールプレイやモデリングを活用して社会的行動の学習をする。さらに、実生活への般化を重要視し、その実行を促す。

　●観察の視点・・患者様本人に自分の社会生活技能を良くしたい意欲があるかどうか？日常のコミュニケーションで、本人がどんな事に困っているのかに注意を払い、普段からどのように解決していくかを観察する。また、学習経過中、集中する能力の有無、他のメンバーへの迷惑行為や逸脱行為等の協調性を観察する。

　●生活技能の評価・・言語的コミュニケーションにおいて、具体的に自分の要求をきちんと相手に伝える事ができるかどうか。相手の返答、都合をきちんと聞いて解釈できるかどうか。その場に適した内容での会話が出来るかという、言語的側面の評価。次いで、その時視線は合っているか、相手の方を向いているか、身振り手振りがあるかどうかという非言語的な側面の評価をする。

　●実施中の観察・・自ら集まってきたのか、集中力維持が出来ているか、適切な発言ができているか、落ち着いて椅子に座っていれるか、ロールプレイへの参加は出来るか、などにより患者様の意欲の様子を観察する事ができる。

　●成長発達の観察・・話の流れに沿って適切な会話ができている場合は理解力や受信技能を評価する手立てとなる。他の患者様のロールプレイに対して、工夫点を挙げれる事は、処理技能や送信技能の現れとして評価できる。また、非言語的技能は、送信技能の1つとして評価する。日々観察し、成長した部分をとらえ、患者にフィードバックしていくことで、患者と共有していくことが大切である。

《感染対策委員会の活動報告》

　●インフルエンザ予防接種について・・当院は今年度より、受託医療機関に登録。各病棟ごとに患者様の接種希望状況を取りまとめています。北病棟は現在、8名の希望患者様がいます。

　●医療廃棄物分別の定期的チェックについて・・実施期限日は、毎月25日です。感染性のゴミや非感染性のゴミの中に一般ゴミを投棄することのないようにしましょう。また、薬品のアンプルはきちんと感染性廃棄物へ処理しましょう。

　●針刺し事故対策の蓋つきトレイについて・・リキャップ禁止の為の「使用済注射器入れ」を各病棟に配布していますが、必要であれば個数を増やしますので、申しでてください。

　●携帯用トリゾンラブについて・・トリゾンラブ使用に関して、１回量3ｍｌが規定量となっています。10回プッシュし、乾くまで擦り込む事。手荒れする方は、ハンドクリームを活用しましょう。　

　●清掃、拭き掃除について・・清掃時の拭き掃除は、ハイター希釈液を用いて行います。専用バケツがありますので、使用してください。

　●今後の方向・・院内基準の作成とマニュアルの見直しを行っていきます。

≪三上先生の勉強会≫
我が国は、いまだかつて世界中のどの国にも経験した事のないスピードで高齢社会に突入しており、高齢者の医療も注目されてきている。
9月19日の朝日新聞によると、全国の65歳以上の高齢者が2556万人となり、初めて総人口の2割に達した事が、「敬老の日」にちなんで総務省がまとめた15日現在の統系でわかった。欧米諸国と比べても、最も高い水準となっている。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、この割合は今後も伸び続け、10年後には26％に達する見込みという。

　同省の統系によると、総人口（１億276万人）に占める高齢者の割合は、20、0％（前年19、5％）で、人口、比率と共に過去最高を更新した。

　男女別の内訳は、男性1081万人（男性全体の17、4％）、女性は、1475万人（女性全体の22，5％）となった。
　65歳以上の人口は85年に総人口の1割を突破。90年以降は更に急カーブを描いて増え続けている。

　また、生産年齢人口（15～64歳）に対する高齢者の比率を示す老年人口指数は、30、2．ほぼ3人で1人のお年よりを支えている計算になる。

　高齢者の中で、仕事についている人は04年時点で480万人おり、就業割合は19，4％。米国の13、9％、フランスの1,2％など欧米諸国より高い水準になっている。


































